
 

 

  

＜参考１＞ 明治１５０年関連事業一覧   （経費を要さず実施する事業は「－」としている。） 

明治１５０年・京都のキセキ・プロジェクト～市民の偉業が生んだ奇跡，歩んだ軌跡～ 

 明治維新による人口の激減，都市衰退の危機に際し，市民ぐるみで困難に挑戦し，

未来を担う人を育て，文化振興に取り組み，産業を興し，今日の京都発展の礎を築い

た，京都の先人の歩みとその意義を見直し，今と未来に活かす多彩な事業を展開する。 

 総事業費 ２８事業 ２１８百万円 

 

 

１ 明治改元記念事業（記念シンポジウムなど） 

（総合企画局） 

★（１）明治改元記念事業（記念シンポジウムなど） 15,000千円（P.15） 

 

２ 明治の京都の精神を学び，現代の課題解決に活かす事業 

（総合企画局） 

★（２）明治の精神と知恵を今と未来に活かす事業  3,000千円（P.16） 

 

３ 明治の京都策を体感し，次の世代に継承する事業 

【琵琶湖疏水】 

（上下水道局） 

◇（３）琵琶湖疏水通船の本格運航及び疏水沿線の魅力創造・発信    43,500千円 

◇（４）琵琶湖疏水カフェ     1,490千円  

◇（５）琵琶湖疏水記念館のリニューアル    75,500千円 

◇（６）鳥羽水環境保全センター・蹴上浄水場一般公開 

    「明治１５０年・京都のキセキ」デー      －千円 

◇（７）琵琶湖疏水記念館 特別展      －千円 

◇（８）秋の琵琶湖疏水 明治ロマンの道ウォーク      －千円 

【市電等】 

（建設局） 

★（９）明治産業遺産としての梅小路チンチン電車再生事業 31,500千円（P.28） 

（交通局） 

◇（10）写真で見る京都の交通事始め     5,000千円 

◇（11）限定ICOCAカード（明治版）の発行     1,100千円 

◇（12）明治１５０年記念地下鉄沿線スタンプラリー     1,000千円 

◇（13）駅ナカアート（「明治１５０年，Next Innovation」）      －千円 

【道路等】 

（建設局） 

◎（14）京都の近代化を支えた土木施設を巡るツアー  1,000千円（P.28） 

 

政策的新規充実事業（★）：14事業  86百万円 
局枠事業（◎）     ： 4事業   4百万円 
公営企業会計（◇）   ：10事業 128百万円 

-67--67--67--67-



 

 

  

４ 明治１５０年を契機とした文化，観光，伝統産業，地域の歴史資産等の振興  

【芸術・学校】 

（行財政局） 

★（15）明治１５０年記念京都市立芸術大学芸術資料館収蔵品展  1,600千円（P.17） 

（教育委員会） 

★（16）学校歴史博物館 明治１５０年・開館２０周年記念特別展 12,000千円（P.28） 

★（17）銅駝美術工芸高校所蔵品展   1,000千円（P.29） 

◎（18）中学校総合文化祭における明治１５０年をテーマとした展示等の実施 

700千円(P.29） 

【宮廷文化】 

（総合企画局） 

★（19）「京都の御大礼－宮廷文化のみやび－」展覧会（仮称）  4,500千円（P.16） 

（教育委員会） 

★（20）京都市平安京創生館 「明治１５０年記念 宮廷社会の食文化」300千円（P.29） 

【歴史】 

（文化市民局） 

★（21）いま明治を考えるプロジェクト  7,000千円（P.21） 

（教育委員会） 

★（22）明治時代の史跡を巡る「『京都ヒストリカルロード』マップ（明治編）」 

   の制作・活用  1,000千円（P.29） 

★（23）明治１５０年記念 ミュージアム デジタル・スタンプラリー  600千円（P.28） 

    ※国際博物館会議京都大会開催に向けた機運づくりの一環として実施 

【観光】 

（産業観光局） 

★（24）明治・京都の精神文化に触れる観光メニューの造成・発信  3,000千円（P.23） 

【伝統産業】 

（産業観光局） 

★（25）明治１５０年記念伝統産業活性化支援事業（府市協調）  4,000千円（P.23） 

【区民・地域，その他】 

（文化市民局） 

◎（26）明治１５０年記念・全区リレー事業  2,000千円（P.22） 

★（27）“明治維新１５０年記念企画”魁！！山国隊プロジェクト  2,000千円（P.22） 

（市会事務局） 

◎（28）市会議場の一般公開     －千円 

-68--68--68--68-


